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【目指すアントレプレナーシップ教育︔ “EARTH on EDGE”コンソーシアム 】
地球環境や経済低迷、国内人口減少・少子高齢化等の社会問題に加え、地方崩壊の流れを阻止する地方創生・地域復興・日本新生を真剣に考え起業行動を起こ

せる人材育成と、“EARTH on EDGE”の使命を理解し地域の人・健康・食・文化・歴史等に新たな価値を創造する価値造像プラットフォームを発展させる。
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【1】プログラム全体像 “EARTH on EDGE” 綱領

“EARTH on EDGE” とは、“崖っぷちにいる我々（地球）”の危機意識と、
“エッジ（EDGE）を効かせた地球”に変える意識を綱領とした。

“EARTH on EDGE”
・Entrepreneurial Action Renaissance in Tohoku and Hokkaido on “EDGE”

～東北・北海道からの起業復興～を表現
・ “EDGE”は文科省EDGEプログラム： Enhancing Development of Global Entrepreneur Programの略

“EARTH on EDGE”
コンソーシアム



【1】計画の内容等 ≪プログラム全体像、実施体制、特筆すべき成果≫（5年後の姿）
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【目指すアントレプレナーシップ教育】
地球環境や経済低迷、国内人口減少・少子高齢化等の社会問題に加え、地方崩壊の流れを阻止する地方創生・地域復興・日本新生を真剣に考え起業行動を起こ

せる人材育成と、“EARTH on EDGE”の使命を理解し地域の人・健康・食・文化・歴史等に新たな価値を創造する価値造像プラットフォームを発展させる。

中間評価（2.5年）

総合評価 A
I.進捗状況
（中間評価） a
II.取組状況 s
III.計画・
改善手法の
妥当性

a

IV.今後の見
通し a

課題

（世界トップレベル）構築した3軸教育コア・
スパイラルによるアントレ育成拠点の顕現

相乗効果

高校生等へ
一部開放へ

外部資金
の多様化

外部評価
委員会設置

地域連携
強化

起業促進

課題
解決
発展へ

三綱領（ ①地域と共創 ②海外と共創
③レジリエンスとの共創 ）
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先導する太平洋ベルト
（京大・神戸）に学ぶ

“EARTH on EDGE”コンソーシアム
（６大学）

（プログラム全体像）

（実施体制）

（成果）



【1】計画の内容等 ≪コンソーシアム実施体制と東北大学プログラム群≫
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【EARTH on EDGE 運営協議会】
委員長：主幹機関 長坂教授（東北）
委員（各大学２名）：
（東北大）長坂教授、永富教授
（北 大）金子副機構長／准教授、

佐田教授
（小樽大）玉井教授、籏本教授
（宮城大）中田教授、平岡教授
（京都大）木谷教授、椙山教授
（神戸大）大村教授、鶴田准教授

※協議会に起業推進部会、プログラム進捗管理部会,レジ
リエント部会（3部会）を置き、機動的な活動を推進する。 事務局（東北大学）

産学連携機構、工学研究科研究企画室
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総括責任者
植田理事

（事業化支援担当：産学連携機構長）

実行責任者
長坂教授

（工学研究科長）

外部評価委員会 設置（2020.12.12～）



【自己評価の視点】◆所期の目標を上回った。“中間評価”以降、設定した目標を達成、全機関が有機的に強固に連携し、学長トップダウンによる全学総合的な取
組みと独自な自己運営・管理体制の構築で留意事項等について所期目標を超えて対応でき、新たな拠点都市エコ形成にステップアップ。
■年度毎の現地調査メモで高い評価を得たように、事業計画の取組目標（教育プログラムの実施と開発、外部資金導入、受講者数拡大等、機関連携と相乗効果、
民間企業・海外機関との連携拡大、全学的なアントレプレナー育成とアントレプレナーシップの醸成、学部生から大学院生、若手研究者、企業の若手人材までの
参加に向けた体系的なプログラムの整備、起業等実践的プログラムによる支援、ベンチャー・エコシステムの形成、ロールモデル創出、今後の継続性や波及効果
の明確な見通し等）は、所期の目標を上回った。
■また、現地調査メモで高い評価を受けたように、留意事項等は、独自運営管理体制（運営協議会・3部会・外部評価委員会・機関管理等）を構築したので、最善
のPDCAがされている。

【２】目標達成度 中間報告（2.5年目）とその後 新たな拠点都市エコ形成へ
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PDCA等運営で
諸課題を解決

・運営協議会
・3部会
・外部評価委員会
・機関管理
・その他
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【自己評価の視点】◆所期の目標を上回った。“中間評価”以降、設定した目標を達成、全機関が有機的に強固に連携し、学長トップダウンによる全学総合的な取
組みと独自な自己運営・管理体制の構築で留意事項等について所期目標を超えて対応でき、新たな拠点都市エコ形成にステップアップ。
■年度毎の現地調査メモで高い評価を得たように、事業計画の取組目標（教育プログラムの実施と開発、外部資金導入、受講者数拡大等、機関連携と相乗効果、
民間企業・海外機関との連携拡大、全学的なアントレプレナー育成とアントレプレナーシップの醸成、学部生から大学院生、若手研究者、企業の若手人材までの
参加に向けた体系的なプログラムの整備、起業等実践的プログラムによる支援、ベンチャー・エコシステムの形成、ロールモデル創出、今後の継続性や波及効果
の明確な見通し等）は、所期の目標を上回った。
■また、現地調査メモで高い評価を受けたように、留意事項等は、独自運営管理体制（運営協議会・3部会・外部評価委員会・機関管理等）を構築したので、最善
のPDCAがされている。

【２】目標達成度 ≪達成目標に対する達成状況≫
構築した3軸教育コア・スパイラル化によるアントレ育成拠点形成
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教育の三綱領（①地域と共創 ②海外と共創 ③レジリエンスとの共創）



【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■主幹機関と協働機関等が効果的かつ有機的にプログラム実施を運営している。その根拠は、コンソ全体の独自の仕組み・運営管理PDCA体制（運営協議会・3部
会・外部評価委員会・機関管理等）を早期に構築して運営した。
■北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、また東
北大TP5と宮城大は、教員クロアポ制度を適用し、企業/地元行政等を巻き込んだ高度な地域課題解決PBL教育（共同研究契約）を実施、共研契約の相手企業から
多額の外部資金導入を継続的に図る等、民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を構築、人材育成とマインド醸成等は全学で総合的に実施した。

【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ PDCA体制運用

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～8

（一例）PDCA 自主管理/運営体制
（一例）

EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 企業・海外との連携
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（一例）
（一例）

日本マクドナルド、TDK、ファーストリテイリング等
企業スタジオ︔パナソニック、日産、NTT等

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、また東北大TP5と宮城大は、教員クロアポ制度を適用し、企業/地元行政等を巻
き込んだ高度な地域課題解決PBL教育（共同研究契約）を実施、共研契約の相手企業から多額の外部資金導入を継続的に図る等、民間企業、海外機関等とも連携
したプログラム提供体制を構築、人材育成とマインド醸成等は全学で総合的に実施した。
以下の東北大の例示は、TP10（海外研修）以外でもTP5-2及びTP5でも、民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築できている。

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～

学生が
本を出版

学生が
社長に事業提案



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 企業・海外との連携
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（一例）

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、また東北大TP5と宮城大は、教員クロアポ制度を適用し、企業/地元行政等を巻
き込んだ高度な地域課題解決PBL教育（共同研究契約）を実施、共研契約の相手企業から多額の外部資金導入を継続的に図る等、民間企業、海外機関等とも連携
したプログラム提供体制を構築、人材育成とマインド醸成等は全学で総合的に実施した。
以下の東北大の例示は、TP7-9,11-13（事業支援教育；TUSGセミナー）でも、民間企業、海外機関等と多く連携してプログラム提供体制を構築できている。

起業家による
実践教育



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 海外機関との連携
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・日本から レジリエント 震災遺構に学ぶを発信、
・日本・民間企業（ 三菱ふそう）からも発信した

（一例）
東北大／京大連携

（一例）「海外機関との共創」を
3軸教育コアに顕現化したアントレ育成拠点図

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、
以下の例示は、コンソーシアム内外の受講者に提供したため、多くの海外機関等と連携してプログラム提供体制を強固に構築できている。

日本

英国

フランス

フィンランド

エストニア

ドイツ

三菱ふそう



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 海外機関との連携
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（一例） 「起業家の海外ブラッシュアップ教育」６大学連携 運営 （一例） 「起業家の海外ブラッシュアップ教育」
海外武者修行 起業5年未満の起業家 学生や教員の受講者多数）

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、
以下の例示は、コンソーシアム内外の受講者に提供するため、多くの海外機関等と連携してプログラム提供体制を強固に構築できている。

海外武者修行
審査員；6大学から 申請も6大学に開放



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 全学かつ総合的な取組
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【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、東北大学は独自に発した「大学ミッションス
テートメント（東北大学ビジョン2030）（H30年度）による「アントレプレナー教育」の大学経営の明確化と自主経費・外部資金・本EDGE-NEXT事業の連携
による独自の充実化したTPシリーズ教育群の整備とシームレスな事業支援教育があること。北大は工学部、理学部、人材育成本部、産学・地域協働推進機構によ
る全学的な運営体制で運営されている。宮城大学は学長の強い指導の下、地域と連携した実学重視の実践的な教育カリキュラムが展開され、デザイン教育・研究
の「デザインスタディセンター」を完成（2020年6月）、東北の新たなデザイン拠点を目指している。京大も過去からのEDGE教育の実績と神戸大は“バリュー
スクール”を新たに設置して総合的に育成に取り組んでいる。

（一例）東北大学 “社会にインパクトある研究 ” D5 優れたものづくり経営（一例） 大学経営の明確例



【3】取組状況≪プログラムの整備≫ 受講者数の推移
【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、全機関（6大学）が学部段階から独自のアン
トレプレナーシップ醸成を促進する人材育成手法を高度に開発した。その結果、最終年度のコンソ全体の学部生受講比率が54%（=2,106/3,903名）対計画
45%（=361/801名）、学部生数が5.8倍増（=2,106/361名）となった。特徴的な人材育成手法の開発例として、東北大学は教養課程に必修単位の“挑創カ
レッジ”を新設、さらに充実したTPシリーズ教育群を整備・開発して学部生数の大幅増（839名）となった。北大／小樽商科大はDemolaプログラムの開発実施
で学部生増、宮城大はカリキュラム改革により大幅増、神戸大はバリュースクールの設置で貢献した。

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

コンソ受講者数

受講者数 当初計画 学部生

（一例）東北大 学部１-2年 アントレ教育を単位化（挑創カレッジ新設）

（2021年）
学部生 比率

54%

（一例）神戸大

（一例）北大

レジリエント教育を包含

Demola教育を
コンソ内外学生
に開放

外部資金導入

企業課題解決
型PBL

北大と小樽連
携で企画運営
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【3】取組状況≪プログラムの整備≫ コンソ全体のプログラム群

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、座学のみならずＰＢＬ手法等を取り入れた実
践的なプログラムも含め体系的なプログラムの整備が全機関で高度に整備された。また、東北大は充実したTPシリーズ教育群（30超）の体系的に整備、北大は
HP1及びOP1においてPBLプログラムを用いて実践的な課題解決手法（DEMOLA）の整備とHP3、HP4及びHP6で習得したデザイン思考等の課題解決手法の活
用である。小樽商科大はPBL＋「ビジネスゲーム演習」＋「ビジネス基礎I・II」＋DEMOLA教育を整備した。宮城大はカリキュラム改革で1年時に正規科目のア
ントレ教育とその後の正課外プロジェクト等の2段階教育に整備した。

15

（一例）ＰＢＬ手法等を活用した実践的なプログラム（体系的）が整備 （一例）学部生から大学院生、若手研究者、企業の若手人材まで参加



【3】取組状況≪プログラムの整備≫ プログラム群の特徴と連携

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.3016

（申請時）連携を意識した検討

（5年後） 3軸教育コア・スパイラルによる連携相乗化の顕現

相乗効果を目指した連携へ

53 421
20212020201920182017

（一例） コンソ・プログラム群の連携の高度化

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、座学のみならずＰＢＬ手法等を取り入れた実
践的なプログラムも含め体系的なプログラムの整備が全機関で高度に整備された。また、東北大は充実したTPシリーズ教育群（30超）の体系的に整備、北大は
HP1及びOP1においてPBLプログラムを用いて実践的な課題解決手法（DEMOLA）の整備とHP3、HP4及びHP6で習得したデザイン思考等の課題解決手法の活
用である。小樽商科大はPBL＋「ビジネスゲーム演習」＋「ビジネス基礎I・II」＋DEMOLA教育を整備した。宮城大はカリキュラム改革で1年時に正規科目のア
ントレ教育とその後の正課外プロジェクト等の2段階教育に整備した。



【3】取組状況≪プログラムの整備≫ 5年後のアントレ教育像

17 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30 EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～

（一例）

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、座学のみならずＰＢＬ手法等を取り入れた実
践的なプログラムも含め体系的なプログラムの整備が全機関で高度に整備された。また、東北大は充実したTPシリーズ教育群（30超）の体系的に整備、北大は
HP1及びOP1においてPBLプログラムを用いて実践的な課題解決手法（DEMOLA）の整備とHP3、HP4及びHP6で習得したデザイン思考等の課題解決手法の活
用である。小樽商科大はPBL＋「ビジネスゲーム演習」＋「ビジネス基礎I・II」＋DEMOLA教育を整備した。宮城大はカリキュラム改革で1年時に正規科目のア
ントレ教育とその後の正課外プロジェクト等の2段階教育に整備した。

向上（世界一の拠点へ）



【3】取組状況≪プログラムの整備≫

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～18 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■全機関（6大学）がプログラムに学部生から大学院生、若手研究者、企業の若手人材まで参加させている。例えば、東北大は充実したTPシリーズ教育群（30
超）で幅広い人材を参加させている。北大と小樽商科大は連携してDEMOLAプログラムや他のプログラムで幅広い人材を参加させている・・・

（一例）



【3】取組状況≪プログラムの整備≫

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～19 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■社会インパクトが高い起業までにつながる実践的なプログラム等による支援が全機関（6大学）で整備されている。例えば、6大学が3つの拠点都市プラット
フォームに分かれてSCORE事業でのギャップファンド活用による実践的な起業教育プログラムを受ける取組が令和3年度から行われている。また、例えば東北大
は充実したTPシリーズ事業支援教育群（TP7-9,TP11-13）と自主財源でシームレスな起業支援の枠組み（BIPや東北大学ベンチャーパートナーズ（株）、ス
タートアップガレージTUSG等）で充実していること、北大は起業に興味を持つ学生が相当数いてDEMOLAプログラムの内容等が刺激になって実際に起業した
ケースが複数見受けられること、小樽商科大は北大と同じ、宮城大は三菱地所との地域の拠点づくりのプロジェクトや宮城県気仙沼市や福島県田村市でのコミュ
ニティ形成事業を実施する支援と正課及び非正課の演習を行うことで当該支援ができていること、京大は実際に起業を目指す人材、起業した人材を対象としたア
クセラレータープログラム「GTEPカタパルト」を開発・実施していて、起業直前の段階から外部VCからの本格的な資金調達するまでをサポートする強固な体制
が構築できていることが挙げられる。

（一例）



【3】取組状況≪プログラムの整備≫

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■社会インパクトが高い起業までにつながる実践的なプログラム等による支援は、全機関（6大学）で整備された。その根拠は、6大学が3つの拠点都市プラット
フォームに分かれてSCORE事業でのギャップファンド活用の実践的な起業教育プログラムを受ける取組を令和3年度から実施している。また、例えば東北大は充
実したTPシリーズ事業支援教育群（TP7-9,TP11-13）と自主財源でシームレスな起業支援の枠組み（BIPや東北大学ベンチャーパートナーズ（株）、スタート
アップガレージTUSG等）で充実していること、北大は起業に興味を持つ学生が相当数いてDEMOLAプログラムの内容等が刺激になって実際に起業したケースが
複数見受けられること、小樽商科大は北大と同じ、宮城大は三菱地所との地域の拠点づくりのプロジェクトや宮城県気仙沼市や福島県田村市でのコミュニティ形
成事業を実施する支援と正課及び非正課の演習を行うことで当該支援ができていること、京大は実際に起業を目指す人材、起業した人材を対象としたアクセラ
レータープログラム「GTEPカタパルト」を開発・実施していて、起業直前の段階から外部VCからの本格的な資金調達するまでをサポートする強固な体制が構築
できていることが挙げられる。

（一例） 東北大学 （一例） 京都大学
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【3】取組状況≪ベンチャー・エコシステム≫ 起業家により教育支援

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～21 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆ベンチャー・エコシステムの形成は、高く評価される。
■協力機関や参加機関と連携したプログラムを実施し、ベンチャー・エコシステムの構築、価値創造プラットフォームの形成が高度に実現された。例えば、前述
したように6大学が３つの拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、ギャップファンドを活用した実践的な起業教育プログラムの下で、多くの協力機関
や参加機関と連携する環境にある。また、例えば、東北大はTUSGの連携先である楽天やKDDI、AgVenture Lab等と連携プログラムを実施しベンチャー・エコ
システムの構築や価値創造プラットフォームの形成を実現している。北大は北海道の産官学による研究・産業拠点である北大リサーチ＆ビジネスパーク推進協議
会とEARTH on EDGE 北海道の連携事業として、従来の制度や発想とは一線を画し、北海道や世の中の近未来の産業や生活を変えるような新事業や新サービス
等のビジネスアイデアを募集する「世界を変える！ビジネスアイデアコンテスト」を創設している。小樽商科大は広域に点在する北海道の大学および研究機関等
を、北海道大学が中心となりネットワークを強化して「HSFC（エイチフォース）」（北海道未来創造スタートアップ相互育成支援ネットワーク）に参画する等
ベンチャー・エコシステムの構築を実現している。

（一例）



【3】取組状況≪ベンチャー・エコシステム≫

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～22 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆ベンチャー・エコシステムの形成は、高く評価される。
■海外機関等との連携により、我が国全体のアントレプレナー育成システムの高度化を図り、新しい価値を生み出すとともに、世界トップレベルのプログラムの
構築が高度に実現された。例えば、本コンソーシアムとして、カリフォルニア大学バークレイ校（UCB）、エコールポリテク、スタンフォード大学、タリン工科
大学、ケンブリッジ大学など、②米国および欧州双方の教育機関と高度に教育（軸）が共創でき、他方①地域の活性化/創造（復興活性化等）の教育（軸）と③持
続可能な心豊かな社会創造のレジリエント人材育成の教育（軸）の“3軸スパイラル”による教育プログラム群（ポートフォリオ）が6大学連携により実施できたこ
とに依る。この3軸スパイラル教育の取組は、中間評価時に比べ高度化した。この3軸スパイラル教育プログラム群（ポートフォリオ）が世界トップレベルのプロ
グラム群と捉えている。 （一例）

（一例） ・3年目で海外発信向けに講義や提案発表は全て英語で実施
・関心ある企業・行政の方も多く参加、受講料確保、寄付獲得
・企画運営は6大学教員が連携して1年目から連携。神戸大は単位化



【3】取組状況≪人材育成≫ 受講者数の推移

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～23 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■その根拠は、多様な受講者層の確保、受講者数の拡大が高度に達成されたこと。コンソーシアムを構成する機関毎の受講者が対計画値に対し大幅な拡大を図れ
た。特に、事業4年目は突然の予期せぬコロナ禍拡大懸念の影響により、大学によっては前期取組（授業を含む）の混乱もあって、それまでの受講者数の拡大傾向
は落ち込み状況であったが、その後オンライン授業を活用して受講者数の拡大が図られた。２年目はコンソーシアム全体で1730名の受講の中、学部生は675名
（３９％）と３０％を超えている。同年、学外生は474名（27％）、社会人等は157名（9％）であったが、3年目では、全体で4356名の受講の中、学部生は
3158名（73％）と拡大した。これは、宮城大学の事業構想学部でアントレ教育へのカリキュラム改革があったため。3年目全体で、学外生は２２１名（5％）、
社会人等は212名（5％）であった。しかしながら、期間終了年（5年目）では、全体で3903名の受講の中、学部生は2106名（54％）と３０％を超えている。
最終年、学外生は228名（6％）、社会人等は262名（7％）であった。本コンソーシアムでは、学部生の受講拡大は十分に図られたが、学外生や社会人等への受
講拡大には苦慮した結果となった。



【3】取組状況≪人材育成≫ ロールモデル創出

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～24 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■起業にチャレンジすることが可能なレベルの人材育成とロールモデル創出が、高度に達成された。例えば、東北大は、TP6「BIP-VCインターンシップ（i-
Corps/NSF相当)事業化検証の教育プログラム」を活用して、人材育成とロールモデル創出を安定的に発展させ、EDGE-NEXTを通じて、７０件の企画提案、起
業設立２０社が達成された。北大は平成30年度にHult Prize東京地区予選において、ナイルティラピアの養殖技術を用いて世界の食糧問題解決を目指すチーム
AQUAMOUが日本の大学チームとして初めて優勝し、全世界の地区大会代表に選ばれる40チームのひとつとして参戦する快挙を成し遂げ、この取組が内閣府発
行国際広報誌「We are Tomodachi」 Spring 2020に掲載された。また、2021年には、タンパク質が豊富なサステナブルフードである食用ウキクサを用い
て世界の飢餓と栄養失調を減らすというビジョンを持つチームFloatmealがバンコクで開催されたインパクトサミットで上位入賞し、本学GAPファンド
（SCORE事業）の研究開発課題に採択されるなど、アントレプレナー教育からの起業例としてロールモデルを創出した。今後は、前述したように6大学が３つの
拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、全機関（６大学）がギャップファンドを活用する人材育成とロールモデル創出が高度に達成された。

（一例）東北大学 TP6



【3】取組状況≪人材育成≫ ロールモデル例 その１

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～25 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

（一例）北海道大学 （一例）小樽商科大学

【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■起業にチャレンジすることが可能なレベルの人材育成とロールモデル創出が、高度に達成された。例えば、東北大は、TP6「BIP-VCインターンシップ（i-
Corps/NSF相当)事業化検証の教育プログラム」を活用して、人材育成とロールモデル創出を安定的に発展させ、EDGE-NEXTを通じて、７０件の企画提案、起
業設立２０社が達成された。北大は平成30年度にHult Prize東京地区予選において、ナイルティラピアの養殖技術を用いて世界の食糧問題解決を目指すチーム
AQUAMOUが日本の大学チームとして初めて優勝し、全世界の地区大会代表に選ばれる40チームのひとつとして参戦する快挙を成し遂げ、この取組が内閣府発
行国際広報誌「We are Tomodachi」 Spring 2020に掲載された。また、2021年には、タンパク質が豊富なサステナブルフードである食用ウキクサを用い
て世界の飢餓と栄養失調を減らすというビジョンを持つチームFloatmealがバンコクで開催されたインパクトサミットで上位入賞し、本学GAPファンド
（SCORE事業）の研究開発課題に採択されるなど、アントレプレナー教育からの起業例としてロールモデルを創出した。今後は、前述したように6大学が３つの
拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、全機関（６大学）がギャップファンドを活用する人材育成とロールモデル創出が高度に達成された。



【3】取組状況≪人材育成≫ ロールモデル例 その２
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レジリエンスプログラム受講学生（海外留学生）が
受講後、学生チャレンジクラウドファンディング事
業（ともプロ︕２０２１）に採択され、クラウド
ファンディングにより集めた資金を基に、青森県の
加重農園でAIロボットを用いたデジタル農業
（AI×農業）のベンチャーを立ち上げた
（https://kisuitech.com/）。

（一例）東北大学
UCBのデザイン思考を受講した学生（カメ
ルーン出身）も、同様にクラウドファン
ディングを原資として、廃棄物分別やプラ
スチックリサイクルを啓蒙・普及させるこ
とを目的としたNPO法人を立ち上げ、カメ
ルーン・リンベ市において廃棄物分別プロ
ジェクトを始動している
（https://www.kikin.tohoku.ac.jp/p
roject/tomopro/2021/pj_003）。

同じく、レジリエンスプログラムを受講した
学生（ペルー出身）が受講後、東北大学が実
施している学生チャレンジクラウドファン
ディング事業（ともプロ︕２０２１）に採択
され、クラウドファンディングにより集めた
資金を基に、標準化セルフ・コンストラク
ション・ツールキット（住宅再建用）を開発
し、社会実装を検討している
（https://www.kikin.tohoku.ac.jp/proj
ect/tomopro/2021/pj_003）。

（一例）東北大学 （一例）東北大学

【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■起業にチャレンジすることが可能なレベルの人材育成とロールモデル創出が、高度に達成された。例えば、東北大は、TP6「BIP-VCインターンシップ（i-
Corps/NSF相当)事業化検証の教育プログラム」を活用して、人材育成とロールモデル創出を安定的に発展させ、EDGE-NEXTを通じて、７０件の企画提案、起
業設立２０社が達成された。北大は平成30年度にHult Prize東京地区予選において、ナイルティラピアの養殖技術を用いて世界の食糧問題解決を目指すチーム
AQUAMOUが日本の大学チームとして初めて優勝し、全世界の地区大会代表に選ばれる40チームのひとつとして参戦する快挙を成し遂げ、この取組が内閣府発
行国際広報誌「We are Tomodachi」 Spring 2020に掲載された。また、2021年には、タンパク質が豊富なサステナブルフードである食用ウキクサを用い
て世界の飢餓と栄養失調を減らすというビジョンを持つチームFloatmealがバンコクで開催されたインパクトサミットで上位入賞し、本学GAPファンド
（SCORE事業）の研究開発課題に採択されるなど、アントレプレナー教育からの起業例としてロールモデルを創出した。今後は、前述したように6大学が３つの
拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、全機関（６大学）がギャップファンドを活用する人材育成とロールモデル創出が高度に達成された。



【４】計画・改善手法の妥当性≪資金計画・PDCA≫ 外部資金導入
【自己評価の視点】◆資金計画・PDCAは、高く評価できる。
■補助金の使途は適切かつ効果的であった。
■「外部資金導入目標率」は中間評価（2.5年目）後の3年目、4年目において全機関が目標を大きく超えるものとなっている。特に顕著なのが、北海道大学・小
樽商科大学が行っているDEMOLAプログラムによる実施収入による増加や、北海道大学の基金の創設などによる現金収入が大きな役割を果たした。東北大学にお
いては、三菱ふそうとのアントレプレナー人材育成のための共同研究費の獲得、京都大学においては、受講料収入、宮城大学においては寄附金収入、神戸大学に
おいては共同研究収入といったように現金収入の割合が増えてきたことは今後の継続性を考えてよい傾向であると思われる。

27 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30 EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～

＊外部資金導入目標
３年度目/４年度目：30％
５年度目 ：40％以上

＊特記事項
北大・小樽商大は、DEMOLAプログラム

の実施収入による貢献が顕在化した。



【４】計画・改善手法の妥当性≪資金計画・PDCA≫ 外部評価委員会の設置
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【自己評価の視点】◆資金計画・PDCAは、高く評価できる。
■全機関（6大学）は客観的な情勢の変化を踏まえつつ、進捗状況の評価、改善が適切に行われた。例えば、本コンソーシアムを構成する機関校（６大学）は、本
事業開始前からの他の自主経費および外部資金によるアントレプレナー教育に取組み、本EDGE-NEXT事業の補助を受けて当初申請計画と採択時の留意事項等、
年度毎のサイトビジット指摘事項、中間評価時の指摘事項並びにコンソーシアム内で立ち上げた外部評価委員等のご意見を反映しながら、関係期間及び関係者で
PDCAサイクルを意識した運営で効率的に実施した。また、令和元年度は、当該PDCAサイクルがうまく回るよう外部からチェック機能を働かせるPDCA活動進捗
審議会（＝外部評価委員会）を設置し、実質的な開催は令和3年度から運用した。

外部評価委員のコメント（要約）
”EARTH on EDGE” 最終報告会（22.3.04）

＜コンソーシアムに対して＞
・EDGE-NEXT終了後のアントレ教育姿を示してほしい。
・アントレ教育はまだ浸透していないので、今後も広げる施策が必要で
ある。
・学生や教員の間でベンチャーが身近に感じるためのたくさんの種が必
要である。・
・EoEに関わる6大学に共通する特徴的な教育プログラムの具体像はど
のようになっているのであろうか？
・アントレ教育に当たって重要な素材となるケース資料についてはどの
ようになっているのであろうか？
・各大学でEdge Next でデザイン思考から社会実装の部分まであるが、
アントレ教育のベースとなる部分は教養課程にしてみんながイロハのイ
を学んでいる状態にしたら？一部の人向けプログラムではなく全員でき
たら望ましい。

＜北大に対して＞・
・オンラインによる教育時代となり、地域差がなくなり世界トップ大学
と競合する時において、地域から世界へ打って出る差別化や特徴は何
か？
＜小樽商大に対して＞
・アントレプレナーシップ教育とは何でしょうか？
・マインド醸成教育はだいぶ広まってきたが、本当にビジネスを立ち上
げたい人にとって、次の教育は何でしょうか？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

”EARTH on EDGE” 第2回 外部評価委員会（22.3.18）
＜コンソーシアムに対して＞
・EDGE-NEXTプログラムも当初、単独校の指定から始まり、いくつかのグルー
プと組んで、さらにエリアブロックごとの拡大へと、文部科学省も手をかえ品を
かえ、裾野の拡大とさらなる成果に向けて、試行錯誤して頂いている。

・実施体制ですが、各大学で担当教官の先生方の通常業務にプラスαで歯を食い
しばりながら、取り組んでおられる。そうした体制強化も含めてサステナブルに
していかないと、せっかく培ったものが継承されない、さらに深まっていかない
という課題は、東北大学からもご指摘がありました。こうした課題は何とか乗り
越えなければならないと思っています。おそらく国からの補助金などは過渡期な
措置として立ち上がるまでの間を応援はする、ということになりますが、自走す
るための、そして持続可能なアントレプレナー教育の仕組みというのを、いま一
度考えてみる必要があります。

・幼稚園児に将来何になりたいと聞くと、幼稚園の先生とか、あるいはパティシ
エさんと答えるのですが、要するに自分の視野に入るところにしか選択肢がない
のですね。ですからいつも大学の研究者ばっかり見てると、研究者がいいのかな
という風になるのです。将来の選択に際して、アントレプレナーというのもある
よ、うまくいくとこうなるよというロールモデルをみせることで、ちょっとやっ
てみるかという意欲が初めて出てくると思うのす。・・・・・・・・・・・・・

・私ども外部評価委員会としても、各大学の皆さまのご努力の成果があがってき
ていて、また次の段階へ進んでいくための課題も少し見えてきたのかなと感じま
した。・・・・ハードルがクリアになったということですから、次の成長発展に
向けた大きなヒントを得られたのではないかと思っています。・・・少しでも皆
さまのお役に立てればということです。



【５】今後の見通し≪継続性・波及効果≫ 地域・日本・世界を先導
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【自己評価の視点】◆継続性・発展性の確保が期待できる。

■例えば、東北大学は独自に発した「大学ミッションステートメント（東北大学ビジョン2030）（H30年度）による「アントレプレナー教
育」が大学経営として明確化して自主経費・外部資金等で支援している。一方、スタートアップ事業化支援基金を2021年12月に創設、ア
ントレプレナー教育からギャップファンドの運営まで幅広く資金を集める基盤が整備できた。また、SCORE拠点都市環境整備型の採択を受
け、ギャップファンド運営から起業環境の整備まで行っている。大学経営層のリーダーシップの下、補助事業期間終了後も長期的に継続す
ることが可能な体制を、高いレベルで構築している。また、東北大はこの5年間で補助事業終了後は、企業等からの金銭的・人的資金等を通
じて、外部資金獲得先の多様化が継続的に行える仕組みが整ってきている。例えば、TP5（FDCデザイン企業スタジオPBL）では、2021年
度（5年目）は、(1)横手市の町づくり課題に関するPBLデザインスタジオ2021（東北大・宮城大／連携）で180万円（共研契約）、(2)鳴
子温泉もりたびの会のエコタウン形成課題解決のPBLデザインスタジオ2021（東北大・宮城大／連携）で235万円（受託研究）を獲得し
た。一方で、過去5年間の中で、TP5プログラムは、NTT、パナソニック、日産自動車等（詳細︔2017年後期 NTTスタジオ、2017年後
期 Panasonicスタジオ、2018年後期 NTTスタジオ2、2019年前期 NISSANスタジオ、2019年後期 Panasonicスタジオ2）︔
（http://www.fdc.eng.tohoku.ac.jp/）の活動において、継続的な仕組みで運営されてきた。 スタートアップ事業化支援基金を
2021年12月に創設したので、アントレプレナー教育からギャップファンドの運営まで幅広く資金を集める予定。また、SCORE拠点都市環
境整備型の採択を受け、ギャップファンド運営から起業環境の整備まで行っている。
北大は補助期間終了後にも本事業を継続するため、資金面においては、自走に向けた外部資金獲得に注力しており、当初年度である平成

29年度と比較して約16.5倍となっており、外部資金導入率は190%超と長期的に事業運営を行う財務基盤が形成されている。北大は自走化
資金源として、DEMOLAプログラムからの資金導入、起業家育成基金の創設、IT系連携授業での寄付等、多様な手段を有する。
小樽商科大も北大とDEMOLA教育事業を連携して外部資金獲得の実績を高めている。

宮城大や京大、神戸大も継続性・発展性の確保が期待できる。

■全機関（６大学）は、他機関の人材育成プログラムに、高いレベルで良い影響を与えた。例えば、東北大はこれまでのEDGE-NEXT事業
（“EARTH on EDGE”）は、5年目に並行して採択された「SCORE拠点都市環境整備型 大学推進型事業」（令和2年補正予算）の“東北地
域”みちのくプラットホームを構成する共同機関に対し、極めて良い影響力を与えた。特に、指導者／支援人材層の育成やギャップ採択者
（研究者・学生ら）に伴走してコーチングするノウハウや各拠点都市エコシステムの構築のために相乗して高い影響を及ぼした。また、
TP10（国際研修・デザイン思考）のUC Berkeleyとの共創教育プログラムやスタンフォード大学（d．school）とのUIF連携プログラム
（学生のイノベーションフェローの世界的ネットワーク）が、受講機会を公開した上智大学に良い影響を及ぼし、両校のUIF学生フェローが
一緒になって、全国の他の大学生に学びを提供するまでに発展している。北大や小樽商科大、宮城大、京大、神戸大も自己の人材育成プロ
グラムの実施を通して、他機関の人材育成プログラムに、高いレベルで良い影響を与えた。

■6大学は、今後、自主財源や他の外部資金、JST大学発新産業創出プログラム（START）大学・エコシステム推進型スタートアップ・エ
コシステム形成支援事業を活用して、地域・日本・世界を先導して参ります。



EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～

5年間のご助成等 有難うございました

さらなる高み（世界一）へ

EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.3030

地域・日本・世界を先導して参ります
6大学（東北大学、北海道大学、小樽商科
大学、京都大学、神戸大学、宮城大学）
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参考資料



【3】取組状況≪プログラムの整備≫ 共通基盤事業への取組
【自己評価の視点】◆プログラムの整備は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、座学のみならずＰＢＬ手法等を取り入れた実
践的なプログラムも含め体系的なプログラムの整備が全機関で高度に整備された。また、東北大は充実したTPシリーズ教育群（30超）の体系的に整備、北大は
HP1及びOP1においてPBLプログラムを用いて実践的な課題解決手法（DEMOLA）の整備とHP3、HP4及びHP6で習得したデザイン思考等の課題解決手法の活
用である。小樽商科大はPBL＋「ビジネスゲーム演習」＋「ビジネス基礎I・II」＋DEMOLA教育を整備した。宮城大はカリキュラム改革で1年時に正規科目のア
ントレ教育とその後の正課外プロジェクト等の2段階教育に整備した。

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.3032

（一例）3年目 主幹機関主催の年度末シンポジウムを延期後に開催した （一例）5年目 協働機関(京大)主催のシンポジウムを実施した

■共通基盤事業の企画運営と他校開催に積極的に参画した。例えば、2年目には「仙台でイノベを考える3日間シンポ」を宮城大と開催した。
3年目以降は5年目まで「レジリエント社会構築を牽引する起業家精神育成プログラム」を6大学で運営した。



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 海外機関との連携
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（一例）コンソーシアム内外から、学生や教員の受講者 多数（一例）東北大や上智大の学生・教員が「フェロー」称号を授与される

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、
以下の例示は、コンソーシアム内外の受講者に提供したため、多くの海外機関等と連携してプログラム提供体制を強固に構築できている。



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫ 海外機関との連携
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（一例）東北大／京大連携 による企画運営 コンソーシアム内外から、学生や教員の受講者 多数

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■民間企業、海外機関等とも連携したプログラム提供体制を強固に構築している。例えば、北大／小樽の主導でフィンランド・Demola式教育PBLを地元・民間
企業を巻き込んで高度に連携し、全国の大学生希望者にも参加機会を幅広く展開、
以下の例示は、コンソーシアム内外の受講者に提供したため、多くの海外機関等と連携してプログラム提供体制を強固に構築できている。



【3】取組状況≪コンソーシアムの構築≫

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～35 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

【自己評価の視点】◆コンソーシアムの構築は、高く評価できる。
■各大学がアントレプレナー育成とアントレプレナーシップ醸成が、全学かつ総合的に取り組まれている。例えば、東北大学は独自に発した「大学ミッションス
テートメント（東北大学ビジョン2030）（H30年度）による「アントレプレナー教育」の大学経営の明確化と自主経費・外部資金・本EDGE-NEXT事業の連携
による独自の充実化したTPシリーズ教育群の整備とシームレスな事業支援教育があること。北大は工学部、理学部、人材育成本部、産学・地域協働推進機構によ
る全学的な運営体制で運営されている。宮城大学は学長の強い指導の下、地域と連携した実学重視の実践的な教育カリキュラムが展開され、デザイン教育・研究
の「デザインスタディセンター」を完成（2020年6月）、東北の新たなデザイン拠点を目指している。京大も過去からのEDGE教育の実績と神戸大は“バリュー
スクール”を新たに設置して総合的に育成に取り組んでいる。

（一例）北大は他校連携や全学的運営でプログラムが実施されている
（一例）
宮城大は、民間企業やE-NEXT以外ともプログラム提供体制を構築



【3】取組状況≪人材育成≫ ロールモデル例 その３

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～36 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

（一例）京都大学 （一例）神戸大学

【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■起業にチャレンジすることが可能なレベルの人材育成とロールモデル創出が、高度に達成された。例えば、東北大は、TP6「BIP-VCインターンシップ（i-
Corps/NSF相当)事業化検証の教育プログラム」を活用して、人材育成とロールモデル創出を安定的に発展させ、EDGE-NEXTを通じて、７０件の企画提案、起
業設立２０社が達成された。北大は平成30年度にHult Prize東京地区予選において、ナイルティラピアの養殖技術を用いて世界の食糧問題解決を目指すチーム
AQUAMOUが日本の大学チームとして初めて優勝し、全世界の地区大会代表に選ばれる40チームのひとつとして参戦する快挙を成し遂げ、この取組が内閣府発
行国際広報誌「We are Tomodachi」 Spring 2020に掲載された。また、2021年には、タンパク質が豊富なサステナブルフードである食用ウキクサを用い
て世界の飢餓と栄養失調を減らすというビジョンを持つチームFloatmealがバンコクで開催されたインパクトサミットで上位入賞し、本学GAPファンド
（SCORE事業）の研究開発課題に採択されるなど、アントレプレナー教育からの起業例としてロールモデルを創出した。今後は、前述したように6大学が３つの
拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、全機関（６大学）がギャップファンドを活用する人材育成とロールモデル創出が高度に達成された。



【3】取組状況≪人材育成≫ ロールモデル例 その４
【自己評価の視点】◆人材育成が、高く評価される。
■起業にチャレンジすることが可能なレベルの人材育成とロールモデル創出が、高度に達成された。例えば、東北大は、TP6「BIP-VCインターンシップ（i-
Corps/NSF相当)事業化検証の教育プログラム」を活用して、人材育成とロールモデル創出を安定的に発展させ、EDGE-NEXTを通じて、７０件の企画提案、起
業設立２０社が達成された。北大は平成30年度にHult Prize東京地区予選において、ナイルティラピアの養殖技術を用いて世界の食糧問題解決を目指すチーム
AQUAMOUが日本の大学チームとして初めて優勝し、全世界の地区大会代表に選ばれる40チームのひとつとして参戦する快挙を成し遂げ、この取組が内閣府発
行国際広報誌「We are Tomodachi」 Spring 2020に掲載された。また、2021年には、タンパク質が豊富なサステナブルフードである食用ウキクサを用い
て世界の飢餓と栄養失調を減らすというビジョンを持つチームFloatmealがバンコクで開催されたインパクトサミットで上位入賞し、本学GAPファンド
（SCORE事業）の研究開発課題に採択されるなど、アントレプレナー教育からの起業例としてロールモデルを創出した。今後は、前述したように6大学が３つの
拠点都市プラットフォームSCORE事業に採択され、全機関（６大学）がギャップファンドを活用する人材育成とロールモデル創出が高度に達成された。

EARTH on EDGE～東北・北海道からの起業復興～37 EDGE-NEXT終了評価ヒヤリング審査会 2022.8.30

（一例）京都大学
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